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更
新

の
講
義
内
容

言
語
生
活
か
ら
み
た
新
聞
論
評
・コ
ラ
ム
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は
じ
め
に

毎
日
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る
新
聞
に
は
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
社
の
顔
が
あ
る
。
朝
日
新
聞
で
あ
れ
ば
「
天
声
人
語
」
、

読
売
新
聞
で
は
「
編
集
手
帳
」
、
毎
日
新
聞
で
は
「
余
録
」
、
産
経
新
聞
で
は
「
産
後
抄
」
、
日
本
経
済
新
聞
社
で
は
、
「
春
秋
」
と
い

う
コ
ラ
ム
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
そ
う
し
た
各
社
の
顔
を
担
当
す
る
編
集
部
記
者
は
極
限
ら
れ
た
一
人
の
担
当
者
が
そ
の
出
筆
を

任
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
書
き
手
の
神
髄
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
こ
の
実
務
表
現
の
時
間
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

読
む
読
ま
な
い
と
い
う
已
前
の
観
点
に
つ
い
て
は
此
處
で
は
触
れ
な
い
置
こ
う
。
で
は
、
そ
の
記
事
内
容
を
如
何
に
読
み
解
く
か

で
あ
る
。
そ
の
読
み
解
い
た
内
容
を
、
今
度
は
自
分
の
思
考
や
感
情
に
触
れ
合
わ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
き
っ
と
同
じ
共
通
す
る
世

界
や
自
分
に
は
氣
づ
か
な
か
っ
た
世
界
が
表
出
し
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
願
っ
て
、
こ
の
数
例
を
記
載
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
時
過
ぎ
れ
ば
、
忘
れ
て
し
ま
う
記
憶
も
こ
こ
か
ら
再
び
目
覚
め
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
戦
後
昭
和

年
に
他
界
し
た
四
十
四
代
内
閣
総
理
大
臣
、
幣
原
喜
重
郎
と
い
う
お
名
前
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
。

26

こ
の
方
の
お
名
前
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
絶
え
な
い
、
か
つ
ご
自
身
が
ユ
ー
モ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
方
だ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ィ
ワ
ー

ド
か
ら
新
た
な
世
界
が
構
築
さ
れ
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
。
そ
ん
な
内
容
を
有
す
る
の
が
こ
の
新
聞
社
の
顔
と
い
え
る
日
々
の
文

章
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
息
づ
い
て
い
く
世
相
こ
と
ば
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

師
走
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
新
語
・
流
行
語
大
賞
が
発
表
さ
れ
、
こ
の
一
年
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
運
ん
で
き
た
の
か
が
伺
い
す

る
と
き
で
も
あ
る
。
落
語
家
が
活
躍
し
た
年
も
あ
る
。
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
、
春
風
亭
柳
昇
『
与
太
郎
戦
記
』
〔
立
風
書

房
刊
〕
に
、

国
の
為
傷
追
い
た
れ
ど
恨
は
な
し

優
し
き
君
の
看
語
受
け
れ
ば

君
の
歌
し
み
じ
み
読
ん
で
気
の
つ
く
は

わ
ず
か
の
中
に
誤
字
が
二
字
あ
り

と
い
う
相
聞
歌
が
あ
っ
た
。

朝
日
新
聞
２
０
０
８
年
「
天
声
人
語
」
よ
り

2
00
8

年12

月13

日
（
土
）
付

飲
食
業
に
は
漢
字
一
つ
の
店
名
が
結
構
あ
る
。
き
の
う
、
都
心
の
裏
通
り
で
「
歓
（
フ
ァ
ン
）
」
と
い
う
料
理
店
を
見

つ
け
た
。
中
国
語
の
発
音
ホ
ワ
ン
と
、
英
語
の
ｆ
ｕ
ｎ
（
楽
し
み
）
を
か
け
た
よ
う
だ
。
字
の
力
か
、
看
板
か
ら
陽
気

が
立
ち
上
っ
て
い
た
▼
文
字
情
報
の
単
位
と
し
て
、
漢
字
ぐ
ら
い
濃
密
な
も
の
は
な
い
。
ひ
と
塊
の
直
線
と
曲
線
を
手

が
か
り
に
、
思
い
は
色
ん
な
事
物
や
場
面
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
固
形
ス
ー
プ
の
も
と
に
も
似
て
、
一
粒
一
粒
の
中
に
、

ひ
と
し
き
り
語
れ
る
だ
け
の
深
い
味
が
潜
む
▼
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
発
表
し
た
「
０
８
年
の
漢
字
」
は
「
変
」

だ
っ
た
。
京
都
・
清
水
寺
の
奥
の
院
。
森
清
範
（
せ
い
は
ん
）
貫
主
の
大
き
な
墨
跡
を
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
、
「
チ
ェ
ン

ジ
」
を
唱
え
た
次
期
米
大
統
領
、
毎
年
違
う
わ
が
首
相
、
激
動
の
相
場
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格
な
ど
が
浮
か
ん
で
は
消
え
た
。

漢
字
の
発
信
力
だ
▼
種
明
か
し
を
せ
ず
に
書
き
始
め
て
も
、
「
亦
」
ま
で
で
ピ
ン
と
来
る
人
が
多
か
ろ
う
。
今
年
が

「
恋
」
の
は
ず
も
な
い
。
た
だ
、
変
と
恋
は
ま
ん
ざ
ら
無
縁
で
も
な
い
ら
し
い
。
共
通
す
る
「
亦
」
は
、
旧
字
で
は
糸

が
も
つ
れ
る
様
を
表
す
。
も
つ
れ
て
違
う
状
況
に
な
る
の
が
変
、
好
き
な
人
に
心
も
つ
れ
て
恋
で
あ
る
（
加
納
喜
光

『
似
て
非
な
る
漢
字
の
辞
典
』
東
京
堂
出
版
）
▼
も
つ
れ
、
ほ
ぐ
し
、
希
望
が
生
ま
れ
る
。
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
、

足
元
の
情
け
な
い
現
実
は
微
動
だ
に
し
ま
い
。
よ
ろ
ず
激
変
の
年
の
瀬
に
、
世
直
し
と
い
う
言
葉
を
か
み
し
め
る
▼
変

ど
こ
ろ
か
「
大
変
」
な
社
会
の
底
に
は
、
貧
、
困
、
窮
、
迷
、
恨
な
ど
が
折
り
重
な
り
、
清
水
寺
で
大
書
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
。
明
日
の
世
相
を
天
に
任
す
こ
と
な
く
、
奥
の
院
の
舞
台
に
「
歓
」
の
字
が
躍
る
日
を
み
ん
な
で
引
き
寄



せ
た
い
。
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年1
2

月1
4

日
（
日
）
付

今
年
九
十
歳
に
な
っ
た
脚
本
家
の
橋
本
忍
さ
ん
が
、
週
刊
朝
日
で
父
親
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。
芝
居
の
好
き
な
人

だ
っ
た
。
地
方
の
町
で
小
料
理
屋
を
営
み
な
が
ら
、
年
に
何
度
か
芝
居
の
公
演
を
や
っ
て
い
た
▼
と
こ
ろ
が
「
忠
臣

蔵
」
は
意
に
染
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
一
人
で
四
十
七
人
を
斬
（
き
）
る
話
な
ら
面
白
い
け
ど
、
い
い
若
い
衆
ら
が
四

十
七
人
か
か
っ
て
年
寄
り
を
一
人
斬
っ
て
何
が
面
白
い
の
か
」
と
言
っ
て
い
た
。
既
成
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
見

方
に
、
少
年
だ
っ
た
橋
本
さ
ん
は
感
じ
入
っ
た
そ
う
だ
▼
そ
の
討
ち
入
り
か
ら
今
日
で
三
〇
六
年
に
な
る
。
橋
本
さ
ん

の
父
君
の
よ
う
な
人
は
珍
し
い
ら
し
く
、
芝
居
の
人
気
は
衰
え
な
い
。
今
年
で
千
年
の
「
源
氏
物
語
」
が
国
宝
的
物
語

な
ら
、
「
忠
臣
蔵
」
は
さ
し
ず
め
国
民
的
物
語
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
▼
天
下
の
敵
（
か
た
き
）
役
は
吉
良
上
野
介
だ

が
、
擁
護
す
る
人
も
い
る
。
菊
池
寛
は
小
説
「
吉
良
上
野
の
立
場
」
を
書
い
た
。
炭
小
屋
に
隠
れ
た
吉
良
が
「
こ
れ
で

討
た
れ
て
み
い
、
末
世
ま
で
悪
人
に
な
っ
て
し
ま
う
」
「
わ
し
の
言
い
分
は
、
敵
討
ち
と
い
う
鳴
り
物
入
り
の
道
徳
に
踏

み
に
じ
ら
れ
る
」
な
ど
と
悲
憤
す
る
の
は
、
理
の
な
い
話
で
は
な
い
▼
赤
穂
の
側
に
も
悪
役
は
い
る
。
仇
（
あ
だ
）
討

ち
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
「
不
忠
者
」
た
ち
だ
。
大
石
内
蔵
助
と
対
立
し
た
と
い
う
大
野
九
郎
兵
衛
な
ど
は
散
々
な
描
か

れ
よ
う
だ
。
事
情
も
言
い
分
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
善
玉
悪
玉
の
レ
ッ
テ
ル
は
い
つ
の
世
も
容
赦
が
な
い
▼
〈
熱
燗

（
あ
つ
か
ん
）
や
討
入
り
お
り
た
者
同
士
〉
。
川
崎
展
宏
さ
ん
の
句
は
、
忠
臣
蔵
を
詠
み
な
が
ら
、
ど
こ
か
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
哀
感
に
通
じ
て
い
る
。
多
く
の
日
本
人
が
折
に
ふ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
忠
臣
蔵
を
思
う
。
元
禄
師
走
の
出
来
事
も
、

源
氏
に
負
け
ず
に
国
宝
的
で
あ
る
。

〈
調
べ
る
こ
と
〉

今
回
、
上
記
に
示
し
た
後
の
「
天
声
人
語
」
〔
朝
日
新
聞
〕
の
文
章
を
用
い
て
デ
ー
タ
検
索
を
駆
使
し
て
解
釈
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

（
１
）
ま
ず
手
始
め
に
、
た
と
え
ば
、
固
有
名
詞
（
人
名
・地
名
・
文
章
作
品
名
な
ど
）
を
手
が
か
り
に
分
析
す
る
。

①
橋
本
忍
さ
ん
…
こ
の
お
名
前
を
聞
い
た
と
き
、
誰
も
が
ま
ず
黒
澤
明
さ
ん
と
共
に
発
表
し
た
映
画
『羅
生
門
』
（
一
九

五
〇

(

昭
和

年)

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
・
一
九
五
一(

昭
和

年)

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
サ
ン
・
マ
ル
コ
金
獅
子
賞(

作
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品
賞)

・
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
外
国
語
映
画
賞
の
受
賞
作
品
）
の
脚
本
を
思
い
出
す
で
あ
る
ま
い
か
。
橋
本
忍
さ
ん
の

記
念
館
が
古
郷
の
兵
庫
県
市
川
町
に
あ
り
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

h
ttp://

w
w
w
.to

w
n
.ich

ikaw
a.h

yo
go.jp

/cu
ltu

re/
0
2
_2
.h
tm

l

こ
の
「
シ
ナ
リ
オ
作
品
」
を
み
る
と
、
映
画
作
品
だ
け
で
も

本
に
及
び
、
そ
の
他
に
テ
レ
ビ
、
舞
台
な
ど
の
シ
ナ
リ
オ
も

72

多
数
て
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

②
千
年
の
『
源
氏
物
語
』
…

h
ttp:/

/p
u
blication

s.asah
i.co

m
/
ecs/

d
etail/

?
item

_id=
9
80

4

③
『
忠
臣
蔵
』
…

h
ttp

://
w
w
w
.tv-

asah
i.co

.jp/
chu

sh
in
gura/

忠
臣
蔵P
V

h
ttp:/

/jp
.yo

u
tub

e.co
m
/w

atch?
v=
M
yd
T
Q
b
T
JjX

0

④
菊
池
寛
『
吉
良
上
野
の
立
場
』
…
青
空
文
庫
に
所
載

h
ttp
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w
w
w
.ao
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ra.gr.jp/

cards/0
0
00

8
3/
files/

4
8
7_1

98
8
7.htm
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h
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n
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p
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8
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tm
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（
２
）
次
に
用
語
を
確
認
す
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
こ
と
ば
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に

生
ま
れ
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
、
実
際
の
作
品
や
国
語
辞
書
、
漢
和
辞

書
、
語
源
辞
典
な
ど
を
も
と
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

「国
宝
的
物
語
」
と
「
国
民
的
物
語
」

「
不
忠
者
」
…
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、

ふ
ち
ゅ
う
‐
も
の
【
不
忠
者
】
〔
名
〕
忠
義
で
な
い
者
。
不
忠
で
あ
る
者
。
＊
浄

瑠
璃
・信
州
川
中
島
合
戦
〔
一
七
二
一
〕
一
「
母
孝
行
迚
身
を
か
ば
へば
、

か
う
か
う

祿
盗
人
の
不
忠
者
」＊
文
明
論
之
概
略
〔一
八
七
五
〕
〈
福
沢
諭
吉
〉
一
・

二
「北
条
、
足
利
の
如
き
不
忠
者
に
て
も
」

と
あ
る
。
〈
学
習
〉こ
の
読
み
を
「
フ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
」
と
な
ぜ
読
ま
な
い
の
か
？

類
似
の
表
現
に
「
け
っ
し
ょ
‐
も
の
【
闕
所
者
】
〔
名
〕
江
戸
時
代
、
闕
所
の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
者
。
＊
俳
諧
・
桃
青
三
百
韻
附
両
吟
二
百
韻
〔
一
六
七

八
〕
「
公
儀
の
お
ふ
れ
武
蔵
野
の
秋
〈
信
章
〉
闕
所
も
の
は
ら
ふ
草
よ
り
草

ケ
ツ
シ
ヨ

の
露
〈
信
徳
〉
」
＊
公
裁
秘
録
‐
一
（古
事
類
苑
・
法
律
四
一
）
「
欠
所
心
得

之
事
〈
略
〉
但
都
而
私
領
之
も
の
欠
所
者
、
其
領
主
地
頭
え
欠
所
之
達
書

遣
、
領
主
地
頭
え
取
上
来
候
」」
が
あ
る
。

（
３
）
内
容
と
し
て
時
事
を
意
識
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
過

去
の
時
事
と
現
在
の
時
事
の
ど
の
よ
う
な
事
象
を
こ
こ
に
結
び
つ
け
て
書
き
出
さ
れ

て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

「忠
臣
蔵
」
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
哀
感
」

（
４
）
こ
の
文
章
に
、
ど
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を
あ
な
た
だ
っ
た
ら
貼
り
ま
す
か
？
ご
自
身
で
描
く
の
も
良
し
、
ま
た
、
此
に
見
合

う
イ
ラ
ス
ト
絵
画
を
創
作
し
て
甦
生
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
是
非
、
取
り
組
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
…
…
。
図
絵
は
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
刷
ら
れ
た
錦
絵
を
參
考
に
掲
載
し
た
。

〈学
習
補
講
〉「
不
忠
者
」

時
代
小
説
に
、
藤
井

邦
夫

(

著)

『
不
忠
者
―
結
城
半
蔵
事
件
始
末
』
〔学
研
Ｍ
文
庫
〕
と
あ
っ
て
、
そ
の
要
旨
に
「
今
は
亡
き

妻
の
墓
参
の
帰
り
道
、
南
町
奉
行
所
与
力
の
結
城
半
蔵
は
、
若
侍
た
ち
と
斬
り
合
っ
て
い
る
初
老
の
武
士
を
助
け
た
。
だ
が
そ
の

武
士
は
、
拙
者
は
不
忠
者
…
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
絶
命
し
た
…
。
「
我
ら
は
生
か
し
て
捕
ら
え
る
の
が
役
目
。
だ
が
、
手
に
余
る

者
に
は
容
赦
は
い
ら
ぬ
」
と
言
い
放
ち
、
一
命
を
賭
し
て
凶
賊
に
挑
む
八
丁
堀
与
力
の
士
魂
の
一
刀
が
、
江
戸
の
闇
を
斬
り
裂

く
！
」
と
用
い
て
い
る
。
昔
、
武
家
社
会
の
侍
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
物
を
「
犬

侍
」
と
罵
っ
た
よ
う
だ
。
主
君
に
仕
え
る
家

い
ぬ
ざ
む
ら
い

臣
は
、
忠
義
を
全
う
で
き
な
け
れ
ば
「
不
忠
の
臣
」
と
蔑
ま
れ
る
。
「
不
忠
の
臣
」
と
同
じ
よ
う
に
「
不
忠
の
者
」
と
い
う
表
現
も
考

ふ
ち
ゆ
う

し
ん

え
て
お
か
ね
ば
成
る
ま
い
。

神
風
特
別
攻
撃
隊
常
盤
忠
華
隊
と
し
て
昭
和

年

月

日
南
西
諸
島
に
て
戦
死
し
た
海
軍
少
佐
中
西
達
二
の
「
最
後
の

20

4

12

手
紙
」
の
文
中
に
、
「
不
忠
の
臣
達
二
は
今
こ
こ
に
や
う
や
く
忠
義
の
大
道
に
取
付
か
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
忠
の
道
は

深
遠
で
す
。
不
忠
の
臣
達
二
が
不
忠
の
臣
で
終
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
私
は
満
足
で
あ
り
ま
す
」
と
三
度
も
用
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
文
言
を
現
代
の
私
た
ち
は
ど
う
理
解
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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『
報
徳
記
』
卷
之
六
・
「
【
９
】
草
野
正
辰
先
生
の
良
法
を
聞
き
国
民
を
安
撫
せ
ん
と
す
」
に
、
「
国
の
中
興
を
拒
が
ば
、
仮
令
積

ふ
せ

た

と

ひ

年
の
忠
勤
あ
り
と
も
今
は
之
を
不
忠
の
臣
と
い
ふ
べ
し
。
不
忠
の
者
を
退
け
、
賢
を
用
ゐ
ざ
れ
ば
何
を
以
て
六
十
年
余
の
衰
国
を

挙
ぐ
る
こ
と
を
得
ん
」と
あ
っ
て
、
「
不
忠
の
臣
」と
同
じ
く
し
て
「
不
忠
の
者
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。



『
続
日
本
紀
』
巻
廿
・
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
七
月
戊
午
〈
十
二
〉
に
、
「
勅
曰
。
右
大
臣
豐
成
者
。
事
君
不
忠
。
爲
臣
不
義
。

私
附
賊
黨
。
潜
忌
内
相
。
知
搆
大
乱
。
無
敢
奏
上
。
及
事
發
覺
。
亦
不
肯
究
。
若
怠
延
日
。
殆
滅
天
宗
。
鳴
乎
宰
輔
之
任
。
豈
合

如
此
。
宜
停
右
大
臣
任
。
左
降
大
宰
員
外
帥
」
※
「
君
に
事
へ
て
忠

な
ら
ず
、
臣
と
し
て
義
し
か
ら
ず
」
〔
新
大
系
本
三

頁
〕

き
み

つ
か

ま
め
や
か

シ
ン

た
だ

213

と
訓
読
す
る
。

『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
三
・
天
神
本
紀
「
高
皇
産
靈
尊
賜
天
稚
彦
於
天
之
鹿
兒
弓
、
天
之
羽
々
矢
而
遣
之
。
此
神
亦
不
忠

誠
矣
。
」
巻
九
・
帝
皇
本
紀
に
「
春
三
月
甲
子
朔
の
日
、
定
め
て
「
君
后
の
為
に
不
忠
を
言
う
者
、
亦
母
の
為
に
不
孝
を
称
え
る

者
は
、
も
し
声
を
上
げ
ず
こ
れ
を
隠
す
は
同
じ
く
そ
の
罪
を
担
い
重
く
刑
法
を
科
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
創
作
活
動
開
始

ど
ん
な
筋
立
て
に
な
る
の
や
ら
…
…
。
で
も
、
古
く
て
あ
ら
た
か
な
言
葉
表
現
で
あ
る
「
不
忠
者
」
を
ど
う
展
開
す
る
か
を
考

え
抜
く
の
で
す
。
考
え
抜
い
た
と
き
に
そ
こ
に
立
派
な
表
現
が
見
え
て
来
ま
す
。

玲
瓏
の
知
性
と
熱
烈
な
感
情
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
自
ず
と
道
は
開
け
よ
う
！


